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Abs仕act

Tod田ide the 包unamis-hit-ag'田 atHojo:四 Lagoon， 7 sampl田 (shell: 4, branch: 1, wood: 2) were measured 

of 14C datig. As也e resu1t, it become apparent 白紙箇unan首 hitafter 3109却01 caIBC (from samp1e No. 

B221 C1P5s2-1:K血血origaior its c1ose1y-re1ated sp田ies) ，before 1910・1754caIBC (from samp1e No. 

BIC3b-2:branch) 
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1.はじめに

津波堆積物研究は，津波のリスク評価を行う上で有効である。過去に海溝型地震の発生した日本

海東縁について，最近，国の日本海調査検討会で地震津波が日本海を伝播するシミュレーションが

行われ，富山湾についても，氷見沖に津波波源となる海底断層が新たに想定された[国土交通省，

2014]。

富山湾奥部には潟湖が広がっていたため，大規模な津波が襲来した場合，地層中に津波堆積物と

して保存された可能性があり，筆者は，富山県射水市の放生津潟において底生有孔虫を用いること

で，津波堆積物を検出した。その津波の襲来年代を決定するために，放射性炭素年代測定を行い，

えられた結果について報告するロ

2. 試料

・底生有孔虫殻分析用試料

放生津潟は現在，宮山新港となっており，築港にあたり多くの基礎地盤調査ボーリングが行われ

た。このボーリング調査において採取されたコア試料のうち，かつての潟の中および砂州の上の計

6 地点， 11 試料について底生有孔虫殻分析を行った(図 1)。その結果，試料 No. 5-2 には，暴浪時

の波浪作用限界水深[日本周辺海域: 50-80 m(斎藤， 1988; 1989)]以深の底生有孔虫殻が含まれてお

り，本試料は津波堆積物であると推定された。

-放射性炭素年代測定用試料

計 7 試料について，放射性炭素年代測定を行った(図 1 表 1)。なお，試料 No. 5-2 については，

ヤマトシジミ，カニモリガイ(あるいはその近縁)を測定に試料した(図 2)。
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図 1 底生有孔虫殻分析を行った試料および放射性炭素年代測定を行った試料の標高(・)

図 2 試料 No. 5-2 に含まれていたヤマトシジミおよびカニモりガイ(あるいはその近縁)
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表 1 放射性炭素年代測定を行った試料の緯度・経度および物質名など

掘削地点 No. 緯度・経度 試料 No. 試料物質名 標高1m]

36046'37.2"N B1C3b-2 枝 -1.33 

X 13705'32.9"E B1C17s1-1 貝殻 -13.92 

B1C17s2-1 貝殻 -13.92 

5 36046'29.1明 B221C1P5s1-1 ヤマトシジミ -2.56--2.86 

13707'3 .4'官 B221 C1P5s2-1 カニモリガイあるいは -2.56--2.86 

その近縁

Y' 36045'15.9"N R2C2w1-1 樹木 -0.72 

13707' 1.2明 B2C2w2-2 樹木 -0.72 

3. 分析方法

試料はすべて蒸留水に浸し，超音波洗浄機を用いて洗浄した後，乾燥させた。その後，枝(No.

B1C3b-2)及び樹木(No. R2C2wl-l , B2C2w2-2)は AAA 処理を行い，再び蒸留水でよく洗浄し，乾燥

させた。そして，石英ガラス管に試料 8[mg] と酸化銅 800[mg]を入れて真空封入し，電気炉 850"Cで

3 時間半加熱させた後，真空ラインで二酸化炭素を精製した。その後，鉄触媒下で水素還元をさせ，

グラファイトを生成した。

貝殻別o. BICI7s1-1 , BICI7s2-1 , B221CIP5s1-1 , B221CIP5s2-1)は，塩酸(0.3N)で 50%程度溶解

させ，蒸留水で洗浄した。そして，乾燥させた試料を乳鉢ですり潰し，二股試験管の一方にすり潰

した員殻[30 m.剖を，もう一方にリン酸(85%， 2 cc)を入れ，真空ラインに接続した。その後，二酸

化炭素を生成し，エタノールと液体窒素の混合物および液体窒素の冷媒を用いて，二酸化炭素を精

製し，グラファイトを生成した。

放射性炭素年代測定は，名古屋大学のタンデトロン加速器質量分析計を用いて行った。暦年校正

は，枝および樹木はIntCa113 (Reimer et a1., 2013)，貝殻は Mar恒e13 (Reimer et a1., 2013)を用いて行っ

た。

4. 結果

放射性炭素年代測定により，えられた結果を表 2 に示す。

試料 No. 5-2 の相当する層準については，堆積期，湿地性の土地であったことや，淡水性の潟で

あったことが報告されている[藤， 1964; 邑本， 1965]。しかし，本試料に含まれるヤマトシジミは

2974-2834 ca1BC，カニモリガイ(あるいはその近縁)は 3109-2901 calBC であり，縄文海進の頃を示

したため，両貝試料の堆積は異地性であると推定された。また，本試料の上位の枝試料は 1910-1754

calBC であったことから，試料 No. 5-2 は， 3109-2901 ca1BC 以降 1910-1754 ca1BC 以前に形成され

たと考えられた。
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表 2 放射性炭素年代測定結果

試料 No. 試料物質名 14C 年代 暦年代 Lab. Code 

(Bl'%1 .. ) (2 .. ) (NUTA2・)

R2C2w1-1 樹木 2830土25 1056-911 calBC 22404 

B2C2w2-2 樹木 2730土25 920-820 caIBC 22407 

B1C3b-2 枝 3510土25 1910-1754 calBC 22401 

B221C1P5s1-1 ヤマトシジミ 4620土30 2974-2834 calBC 22408 

B221C1P5s2-1 カニモリガイ 4730士30 3109-2901 calBC 22409 

あるいはその近縁

B1C17s1-1 貝殻 7420土30 5999-5855 calBC 22402 

B1C17s2-1 員殻 7420土30 6001-5853 calBC 22403 
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日本語要旨

富山県射水市放生津潟において検出された津波堆積物の形成年代を検討するために，津波堆積物

に含まれていた貝殻片，その上位の枝・樹木，下位の貝殻について，放射性炭素年代測定を行った。

その結果，津波堆積物は， 3109-2901 caIBC 以降 1910-1754 ca1BC 以前に形成されたことが考えられ

た。




